
 

 

指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 
市民文化スポーツ局スポーツ部 
スポーツ振興課 

評価対象期間 
令和４年４月１日～令和５年３月３

１日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  

称 

北九州市立ひびきコスモス運動場

等 4 スポーツ施設 

施設類型 
目的・機

能 

Ⅰ ― ② 

所 在 

地 
若松区向洋町 15-1 

設置目

的 

スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達

及び明るく豊かな市民生活の形成に資する 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金

制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理

者 

名  

称 
株式会社 スピナ 

所 在 

地 
八幡東区平野二丁目１番１号 

指定管理業務の内

容 

1 管理運営に関する業務 

 ・受付、使用許可に関する業務（利用調整、許可に係る業務） 

 ・清掃、警備、建物等保守点検業務 

2 その他管理運営業務 

 ・事業計画書及び収支計画書の提出 

 ・関係機関との連絡調整 

 ・地域や類似施設との連携に関する業務 

3 利用促進に関する業務 

 ・イベントや広報活動等による利用促進など 

4 自主事業 

・市民のスポーツ振興に資する事業（スポーツ教室等）

等の実施など 

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

所見評価 

様式２ 



２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

 （１）施設の設置目的の達成 
  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。ま

た、施設を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られてい

るか（目標を達成できたか）。 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を

高めるための取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、

その効果が得られているか。 
  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果が

あったか。 
 ［所 見］ 

【利用人員】(単位：人) 

区分 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 前年度比較 

ひびきｺｽﾓｽ運動場 75,850 45,135 47,265 54,500 7,235 

若松球場 16,429 10,683 9,064 11,631 2,567 

若松庭球場 13,393 9,759 8,255 12,638 4,383 

若松球技場 17,459 19,573 18,954 21,806 2,852 

計 123,131 85,150 83,538 100,575 17,037 

目標 142,498 138,000 138,500 140,000  

要求水準 130,000 138,000 138,000 138,000  

※   ・・・評価対象年度 

【新型コロナウィルス感染症拡大に伴う休館日数】 

＜庭球場＞     R2 年度：３９日（新型コロナ緊急事態宣言） 

R3 年度：９３日（    〃      ） 

＜球場・運動場等＞ R2 年度：３９日（新型コロナ緊急事態宣言）  

R3 年度：９３日（    〃      ） 

・利用者数は 101 千人で、対前年比 120％、＋17 千人となった。 

・新型コロナに伴う臨時休業等がなかったことが主たる要因と考えられる。 

 （２）利用者の満足度 

  ① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言える

か。 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。 
  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、

その効果があったか。 



 【施設利用について】 

満足度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

目標値 85.0％以上 95.0％以上 95.0％以上 95.0％以上 

実績(とても良か

った・良かった) 

99.1％ 

(37.5%・61.6%) 

98.8％ 

(46.9%・51.9%) 

98.3％ 

(38.8%・59.5%) 

97.6％ 

(38.0%・59.6%) 

【職員対応について】 

満足度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

目標値 90.0％以上 95.0％以上 95.0％以上 95.0％以上 

実績(とても良か

った・良かった) 

99.8％ 

(60.4%・39.4%) 

99.5％ 

(59.5%・40.0%) 

98.2％ 

(45.0%・53.2%) 

97.9％ 

(41.6%・56.3%) 

※   ・・・評価対象年度 

・施設利用について、「とても良かった・良かった」の評価が 97.6％で、職員

対応について、「とても良かった・良かった」が 97.9％となり高い満足度を

得ている。 

・グランド整備技術の向上や器具・備品等の点検に積極的に取り組んでおり、

良好な施設状態を維持していることが評価されたものと考える。 

２ 効率性の向上等に関する取組み 

 （１）経費の低減等 
  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するため

の十分な取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託

が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよ

う工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
 ［所 見］ 

【維持管理経費】 

区 分 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 前年度比較 

委託料 1,657,550 1,621,293 2,355,803 1,756,406 ▲599,397 

修繕費 2,076,393 2,111,826 1,964,062 2,414,445 450,383 

光熱水費 3,683,054 3,694,168 3,777,213 3,906,467 129,254 

人件費 17,819,750 20,934,104 20,715,720 17,037,116 ▲3,678,604 

その他経費 918,953 778,810 439,725 1,075,290 635,565 

合計 26,155,700 29,140,201 29,252,523 26,189,724 ▲3,062,799 

※   ・・・評価対象年度 

・維持管理経費については、前年度比で 3,063 千円の減少となった。 

・軽微な補修等を自社で対応する等の経費削減に取り組んだ。 

 

 



 （２）収入の増加 
  ①  収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があった

か。 
 ［所 見］ 

【施設使用料収入】(単位：円) 

区    分 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 前年度比較 

ひびきコスモス運動場 361,680 520,380 419,820 522,420 102,600 

若松球場 373,885 405,385 423,808 337,712 ▲86,096 

若松庭球場 2,655,770 1,353,780 2,254,010 2,675,330 421,320 

若松球技場 1,166,440 2,623,970 1,202,140 1,690,560 488,420 

収入計 4,557,775 4,903,515 4,299,778 5,226,022 926,244 

※   ・・・評価対象年度 

・使用料収入は前年度比において、926 千円の増加となった。 

・新型コロナによる臨時休業等がなかったことが要因と考える。 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であった

か。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、

研修内容など）。 
  ② 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
 ［所 見］ 

・地元の自治区会（協議会・老人会）との定期連絡会議の開催や、“地域防犯

見回り隊”への施設職員の参加等、地域交流に積極的に取り組んだ。 

・実技指導や講習会を開催しグラウンド整備の技術向上を図るとともに、「ひびきコス

モス運動場」のグラウンドキーパーと相互協力体制を整えることで施設を良好な状

態に維持している。 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 
  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されている

か。 
  ③ 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮さ

れていたか。 
  ④ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われて

いたか。 
  ⑤ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はない

か。 
  ⑥ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。 
  ⑦ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑧ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 



 ［所 見］ 

・スピナグループ企業の教育プログラムやマニュアルも活用し、個人情報の管

理、安全対策等に関する教育に熱心に取り組んでいる。 
・施設の公共性・公平性を担保していく為に「条例に基づいた運営」を心がけ、

利用者の平等利用に努めている。 
・スピナ本社の管理スタッフによる「職場安全パトロール」や定期パトロール、

また、施設間の事故事例や未然の防止策等の情報の共有化を図っている。 
・近郊に位置する北九州エコタウンセンター内に、スピナ職員が常駐してお

り、緊急事態が生じた場合にも迅速な対応ができるよう、安全管理体制を構

築している。 

 

【総合評価】 

［所 見］ 

・利用者数は 17 千人、使用料収入は 926 千円の増加となった。 

・施設利用、職員対応ともに高い満足度を得られている。 

・軽微な補修等は自社対応する等の経費削減に取り組んだ。 

・他施設のグラウンドキーパーと相互協力大永を整え、施設を良好な状態に維持して

いる。 
［今後の対応］ 

・今後もコミュニケーションを密にし、利用者に満足していただけるよう取り組

んでもらいたい。 

 


